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平成２４年８月２４日提出 

 

井原市議会議長       様 

 

報告者  井口 勇 

委員会 市民福祉委員会 

 

期 間 平成２４年８月８日（水）～平成２４年８月１０日（金） 

出 張 先 及 び 

担 当 職 員 

職 名 ・ 氏 名 

埼玉県朝霞市 

宮城県松島町    委員長報告のとおり 

千葉県柏市 

出 張 者 氏 名 委員長報告のとおり 

調 査 項 目 

空き店舗対策「地域支えあいの仕組み」 

災害対策と復興について 

柏の葉国際キャンパスタウン構想（環境未来都市） 

 

別紙のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．報告書は、視察・研修終了後２週間以内に提出してください。 
２．スペースが足りない場合は、別途報告資料を添付してください。 
    



 

 

 

○○○○    空空空空きききき店舗対策店舗対策店舗対策店舗対策「「「「地域支地域支地域支地域支えあいのえあいのえあいのえあいの仕組仕組仕組仕組みみみみ」」」」    
    
中心市街地の空き店舗を活用し来街客や買い物客 
等が自由に出入りできる憩いの場を開設し、中心市街地の利便性を高めることを目的に朝霞 
商工会が空き店舗を活用し、元気な高齢者の憩いの場所とボランティア活動の拠点とし「地 
域支え合いの仕組み」(１時間５００円で高齢者のちょっとした困りごとのサポートを行う 
支え合いサービスを実施し、ボランティアには５００円の謝礼を朝霞商工会共通商品券で支 
払う仕組み)を実施するとともに、お休み処として地元のおやつや地域ブランド品等の展示 
販売も行っている。 高齢者の困りごととしては、買い物・掃除・庭の手入れ等だが、井原 
市の場合シルバー人材センターとの関連が課題と思われる。 
 
 
 
○○○○    災害対策災害対策災害対策災害対策とととと復興復興復興復興についてについてについてについて  
 
平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災では、三陸沖を震 
源とするマグニチュード９.０の地震による揺れと３.８㍍の津波で甚大な被害を受けたが、 
松島町の場合約２６０の島々が防波堤となり近隣市町村より被害が少なくそれでも津波に 
よる浸水が２平方ｷﾛﾒｰﾄﾙ、地震津波による家屋等の全壊と大規模半壊を合わせて５７０戸、 
又大規模な地盤沈下が発生し町内の最大地区で１.5 ㍍、平均で７０㎝ほどの沈下を記録し海
岸部では今も海水が浸水し復興の妨げになっている。人的被害へは２１人の町民が亡くなっ
ている。 
課題 
● 安否確認……携帯電話の不通・プライバシー問題 
 
● 避難……車の渋滞や避難者の誘導・避難所の満杯 
 
● 救出救護……酸素吸入が必要な方の対処(停電)、情報不足のため病人がでた場合の対処、

独り暮らしの方のプライバシーやルールの整理 
 
● 情報収集と伝達手段……防災無線やＭＣＡ移動無線の機能、防災無線についてはアナウン

スだけでなくサイレンを流す。掲示板を活用した情報伝達、衛携帯電話の活用、緊急防災
メール等の活用 

 
● 食糧と水……支援物資の配布方法(独り暮らしの人)、井戸水の活用、給水タンクの配備 
 
● 燃料……ガソリンの確保(発電機、車)、灯油の確保(暖房)、避難所にソーラー発電機、自

衛隊との連携 
 
● 避難所……必要に合った救援物資、酸素吸入者の避難拠点、発電機、情報収集や伝達 
 
議会の対応 
震災本部へは議長がオブザーバーとして出席。各議員は地元現地調査やボランティア活動を
し、担当課へ直接言うと混乱するので議長が取りまとめ執行部へ伝える事とした。 
又特別委員会、２つの所管の小委員会を設置し現地調査や関係機関へ要望書・提言書を提出
している。 
 
地域に合った備蓄品・救護物資・情報・水・電気・燃料の確保、地域に合った防災訓練 
役所等に頼らないことを想定した地域防災訓練。子供防災教育の必要性。 
 
 
 
 
 



 

 

 

○○○○    柏柏柏柏のののの葉国債葉国債葉国債葉国債キャンパスタウンキャンパスタウンキャンパスタウンキャンパスタウン構想構想構想構想((((環境未来都市環境未来都市環境未来都市環境未来都市))))    
    
    
柏市は東京都心や筑波研究学園都市、成田国際空港、幕張新都市などから３０キロ圏内に位
置し、道路や鉄道の交通条件に恵まれた都市である。柏駅周辺には千葉県北西部や茨城県南
部からの訪問者も多く、約２３８万人の商圏人口を有し、若者が多く集まる活気にあふれた
まちとして知られている。 
またプロサッカーチームのホームタウン、女子バスケットの本拠地もあり、スポーツを活か
したまちづくりも特徴的である。市内北部には４５ヘクタールの「柏の葉公園」や東大柏キ
ャンパス、千葉大学園芸学部、国立がんセンター東病院、税関研修所、科学警察研究所、東
葛テクノプラザ、東大柏ベンチャープラザ等の研究、研修機関等も集積しており、このよう
な環境条件を活かし、公・民・学連携による新産業の創出を目指した新しいまちづくりを展
開している。これが柏の葉国際キャンパスタウン構想である。 
 
柏の葉キャンパスタウン＝公民学連携による国際学術研究都市・次世代環境都市 
公＝千葉県・柏市 民＝企業市民 学＝東京大学・千葉大学 
 
 
目標  
１、環境と共生する旧園都市づくり 
(脱炭素社会モデルとなる緑地保全や持続型開発による「環境空間」と市民や企業の「環境行
動」を誘発する) 
 
２、創造的な産業空間と文化空間の醸成 
(ＴＸ沿線の知の集合を活かし高度な新産業の育成と創造産業の集積を図る) 
 
３、国際的な学術空間と教育空間の形成 
(世界をリードする研究機能と地域に開かれた学術空間が街に展開する新たな国際学術都市
のスタイルを確立する) 
 
４、サスティナブルな移動交通システム 
(自転車や公共交通を中心に地球と人に優しい移動環境を整備する。次世代交通の統合的な実
験結果を展開する) 
 
５、キャンパスリンクによる柏の葉スタイルの創出 
(環境に優しく健康に暮らす柏の葉スタイル、また豊かな交流や文化芸術を創造する) 
 
６、エリアマネジメントの実施 
(安全で快適な環境と地域の価値を維持し向上させる地域経営組織を公民学連携で設立する) 
 
７、質の高い都市空間のデザイン 
(先進の環境空間計画とデザインマネジメントにより都市と生活の質を高める「いい街がいい
人(研究者・生産者)を呼ぶ」) 
 
８、イノベーション・フィールド都市 
(世界の最先端の技術や文化が展開する都市としてスパイラルアップする) 
 
 
まさに世界の未来像をつくる街で井原市と条件、規模は全く異なるが、総合特区、環境未来
都市の認定を受けており部分的には大変参考になり今後注視する必要がある。 











 

 

 

 

委員会行政視察報告書委員会行政視察報告書委員会行政視察報告書委員会行政視察報告書    
 

平成 24 年 8 月 16 日提出 

 

井原市議会議長 宮地俊則様 

 

報告者 鳥越孝太郎 

委員会 市民福祉委員会  

 

期 間 平成２４年８月８日（水）～平成２４年８月１０日（金） 

出 張 先 及 び 

担 当 職 員 

職 名 ・ 氏 名 

埼玉県朝霞市 

宮城県松島町    委員長報告のとおり 

千葉県柏市 

出 張 者 氏 名 委員長報告のとおり 

調 査 項 目 

空き店舗対策「地域支えあいの仕組み」 

災害対策と復興について 

柏の葉国際キャンパスタウン構想（環境未来都市） 

朝霞市空き店舗対策の視察 

 

説明者 市民環境部産業振興課 細沼氏 西内氏 熊谷氏 

 

朝霞市の中心市街地である朝霞駅周辺の商店が、交通機関の発達により都心へ購買層が流れ 

空洞化した。 

こうした状況を改善するため朝霞市商工会が実施主体になり空き店舗を活用してボランテ 

ィアの活動拠点として「地域支え合いの仕組み」をつくり、身の回りの困りごとを有償ボラ 

ンティアが 1 時間当たり 500 円の商品券で「買い物代行」や「住居の掃除」などを登録制で 

事業展開している。マネージメントは商工会の会長や専門家で指導にあたっている。 

作業内容がシルバー人材や社協と競合することもあるがすみ分けをしている。 

井原市においても有償ボランティアの定義が課題だが、朝霞市では、ボランティアはプロで 

はないので十分な仕事はできないことを会員に了解していただいている。との説明であり多 

いに参考になった。 

また有償ボランティアの募集は新聞記事などで募集し、週１回で 1 月６０００円ぐらいまで 

の活動をしている。それ以上になると税金面で問題がある。 



 

 

 

 

松島町災害対策と復興について 

 

説明者 松島副町長 議長 副議長等 

 

松島町では、これまでの経験により地震や津波はある程度予測はしていたが 3.11 は議会中 

に大きな揺れがあり、6分ぐらい続いた。甚大な災害であったが近隣に比べて松島町は約 260 

の島々が防波堤になり比較的被害が少なくて済んだ。 

 

災害時の対策で重要ポイントは情報、水、電気の三点をどうするのかが大きな課題であると 

の問題を提起された。 

水は確保しても運ぶ手段がなかった。情報の伝達として電話がつながらず連絡がつかない為 

不安を増長した。今後は衛星携帯電話の購入を考えている。電気の問題は今後、全地区に発 

電機を２機設置の予定だ。さらには避難所の絶対数が足りないことも大きな課題だ。 

井原市においても避難所の設定はしているが果たしてどれだけの人数を確保できるのか問 

題であり、具体的なシミュレーションをする必要があると感じた。 

 

災害時における議会と議員の役割については、大震災対策本部にオブザーバーとして議長が 

全ての会議に出席し通信手段がない中、ペーパーで全ての情報を伝えた。 

また議会として県や国に対しての要望や陳情活動をした。各議員はそれぞれの地元で現地調 

査やボランティア活動などをしたが地元の要求などを担当課に直接言うのではなく議会と 

して議長が取りまとめるという手法で対応した。 

今後井原においてもいつ災害が起きるかわからない。こうした際、議会として、また議員と 

してどのような対応するか参考になった。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

柏の葉キャンパス構想 

 

説明者 柏市企画部 石名坂氏 

 

柏市の人口は 40万強で福山市と同等で東京から約三十分とベットタウン化しているが元々 

公団住宅が多く、当時のニューファミリー層が一度に高齢者になるという特殊事情がある。 

高齢化のスピードが早く、ある日突然高齢社会になる。こうした中、いかに健康でいてもら 

えるかが重要である。ただ高齢者を同じように考えてはいけない。高齢者対策として元気な 

高齢者と医療が必要な高齢者があり、元気な高齢者にどう働いてもらうかを考え植物工場 

「みらい畑」などの雇用の場をつくった。 

また、高齢者自身が店を作り生涯働くことのできる環境や、街の花壇の管理などは花が好き 

なサークルの人に管理してもらうなど積極的に街に出てもらうなど環境づくりをした。 

 

石名坂氏の説明の中で特に印象に残ったこととして、市はお金がないから知恵を出す。夜中 

まで毎日議論して特区構想の資料をつくり、持続可能な環境未来都市として柏市にどう来て 

もらうのかどう買ってもらうのか公・民・学が連携して国に提案した。こうしてできたのが 

柏の葉国際キャンパスタウン構想だ。 

柏市の環境未来都市構想は、井原市にすぐ何かを取り入れることは難しいが持続可能な将来 

像として日本のモデルとなることは間違いないと思う。今後も注目して行きたい。 

鳥越孝太郎 

 

 

 

 

 

 

 

１．報告書は、視察・研修終了後２週間以内に提出してください。 
２．スペースが足りない場合は、別途報告資料を添付してください。 
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